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１．近年、農業用の水路の維持管理といった、地域ぐるみでの共同活動を行う組織（活動組織）に 
 対して、国による支援が行われています。農家・非農家から構成されている活動組織の構成員は、 
 活動へ参加しようと思う気持ち（労力提供意欲）がなければ持続的には参加しないので、活動組 
 織が持続的に維持管理を行うためには、構成員の労力提供意欲を高める働きかけが重要です。 
２．構成員の労力提供意欲には、下の図に四角で示したさまざまな“要因”が影響を与えると考え 
 られます。 
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３．構成員に対して、上記の各要因に対応した質問をして、得られた回答を統計的に分析すると、 
 どの要因が意欲に最も大きな影響を与えているのかが分かります。 

外的基準（影響を受ける要因） 労力提供意欲 

アイテム（影響を与える要因） 
レンジ（影響度合） 偏相関係数 

値 順位 値 順位 

農業用水に対する受益意識 1.250 2 0.253 2 

維持管理に対する必要性意識 4.789 1 0.608 1 

農業用水に対する関心 0.888 3 0.212 3 

外的基準（影響を受ける要因) 維持管理に対する必要性意識 

アイテム（影響を与える要因） 
レンジ（影響度合） 偏相関係数 

値 順位 値 順位 

農業用水の利用経験 6.497 2 0.518 2 

地域用水機能の認知度 8.292 1 0.680 1 

関係イベントへの参加経験 4.316 3 0.504 3 

地域に対する愛着 1.453 4 0.347 4 

地域的対抗関係の理解度 0.453 5 0.127 5 

注１）対象者数は85人で、そのうち兼業農家が67人、土地持ち非農家が15人、非農家（農地非所有）が3人。 

注２）上表は数量化２類による分析結果であり、「アイテム（影響を与える要因）」のうち「レンジ」と「偏相関 

  係数」の「順位」が高位であるものほど、「外的基準（影響を受ける要因）」に大きな影響を与えることを示す。 

４．左表の山形県Ｓ地区の事 
 例では、「労力提供意欲」 
 には「維持管理に対する必 
 要性意識」が、また「維持 
 管理に対する必要性意識」 
 には「地域用水機能の認知 
 度」が、それぞれ最も大き 
 な影響を与えています。 

集落の住民による水路法面の草刈り 
写真：高擶地域みどり会（山形県） 

５．したがって「地域用 
 水機能の認知度」を高 
 める働きかけを行うと、  
 構成員の意欲が向上す 
 ることが期待されます。 


